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【A1】私が好きな江田島市は、人と
人とのつながりが温かく、こどもたち
が地域に見守られながら成長できる島
だというところです。

【A2】これからも世代を超えた交流
や挑戦が生まれ、こどもたちが誇りを
持ち、「将来も関わりたい」と思える
江田島になってほしいと願っています。

【A1】2008年、東京から江田島に移
住しました。江田島は気候が温暖、風
光明媚でセカンドライフを過ごすには
最適の地です。移住して気付いたこと
は、江田島にはマリンスポーツ、サイ
クリング、トレッキングなど観光資源
の原石が眠っていることです。

【A2】これらの資源は設備投資をす
る必要がなく、リピーターとなる可能
性が高いものです。これらを活用して、
関係人口の増加をはかると良いと思い
ます。

江田島カヌークラブ

玉
たまやま

山　義
よし

雄
お

 さん

【A1】人との距離が近いのがステキ
だと思います。例えば、行政職員が身
近に出会える環境はありがたかったで
す。おかげで、私がしたいイベントに
ついて相談しやすかったです。また、
イベントを開催することで、知人友人
も増えて、人生の中で一番友達が多い
状況になっています。

【A2】経験で感じることですが、イ
ベントを開催してみるとか参加してみ
る人が、もっと増えると良いかと思い
ます。交流が増えて、より良い町にな
るのではないでしょうか。

赤
あかぼし

星　 亨
とおる

 さん

【A1】こどもたちが自然の中でのび
のびと育つことができます。地域の人
や多様な居場所に支えられながら子育
てができる温かさがあります。海で泳
ぎ、山を歩き、季節の手仕事に触れる
など、日常の中に豊かな学びがありま
す。

【A2】公共交通が限られていて、こ
どもたちが自分で移動しにくい。買い
物や通学、習い事などでも車が前提と
なり、負担を感じる場面があります。
学校は規律を重視する面があります。

勝
かつまた

又  阿
あ り さ

利紗 さん

【A1】1200年続くお寺から見るこの
島は、お祭りなどを通じて自然と伝統
が継承される、歴史と文化の奥行きが
深い島です。生活の中に目に見えない
豊かな文化や温かさが息づいている点
が大きな魅力です。

【A2】個々がバラバラにならず、今
こそ団結が必要です。歴史を大切にし
ながら改善すべきは改善し、誰もがそ
れぞれの持ち場で笑顔で輝きながら、
次世代へしっかりとバトンを渡せる町
になることを望みます。

寳
ほう

持
じ じ

寺住職

山
やました

下　崇
そうせい

晴 さん

【A1】瀬戸内海の穏やかな景色と豊
かな自然に囲まれ、新鮮な魚介や野菜
が味わえること。人とのつながりが温
かく、ゆったりとした暮らしを楽しめ
る江田島市が好きです。

【A2】地域の支え合いにより安心し
て暮らせる一方で、空き家対策や道路
周辺の草木管理、買い物や通院の移動
支援など、暮らしやすさ向上への取り
組みに期待しています。

サロン主催者：M.K さん

広島県PTA連合会副会長

高
たか

田
た

　大
だいすけ

輔 さん

Q1 江田島市の好きなところは？
Q2 これからどうなってほしい？

生徒の自主性や多様
な学び方を尊重する
余地があります。
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６月定例会

主な議案の賛否
○…賛成　●…反対　―…議長職（議長は採決に加わりません）

江田島市議会　中継

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅の
パソコンやスマートフォンから視聴できます。

全ての議案名および議案の議員別賛否は、
市議会ホームページでご覧いただけます。

６月定例会
6/16 ～ 6/26

三つ

議案……　９件
承認……　２件
報告……　３件
発議……　４件

安
西
濵
嵜
小
栗
長
原
小
野
藤
宮
下
筧
本
上
本
平
本
美
濃
角
増
古
居
長
坂
平
川
浜
西
上
松

予
算
令和８年度江田島市一般会計補正予算（第１号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

江田島市中小企業・小規模企業振興条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
江田島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
江田島市介護保険条例の一部を改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
江田島市下水道条例及び江田島市農業集落排水処理施設条例の一部を
改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

発
議

核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加を求める意見
書案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議会のあり方に関する調査研究特別委員会設置に関する決議案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

そ
の
他
特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

議
案
第
40
号　
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

郵
便
局
へ
出
張
所
の
事
務
を
試
行
的
に
委
託
し
ま
す

Point
３該

当
す
る
郵
便
局

・
切
串
郵
便
局

試
行
期
間

・
令
和
８
年
８
月
３
日
～
10
月
30
日

　
※
試
行
期
間
終
了
後
は
出
張
所
で
の
事
務
受
付
を
再
開
し
ま

　
　
す
。

委
託
す
る
主
な
業
務

・
住
民
票
な
ど
の
発
行
、
各
種
申
請
書
の
取
り
次
ぎ
、
地
域
活

　
動
の
支
援
な
ど

進
入
経
路
や
駐
車
環
境
へ
の
対
応
は
。

住
民
の
困
り
事
へ
の
対
応
は
。

路
上
駐
車
を
避
け
、
切
串
交
流
プ
ラ
ザ
に
駐
車
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
広
報
紙
や
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
等
で
周
知
を
は

か
り
、
江
田
島
警
察
署
と
連
携
し
て
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
を
導
入
し
、
郵
便
局
員
の
負

担
軽
減
を
は
か
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

議
案
第
35
号　
江
田
島
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
案
に
つ
い
て

　
本
市
の
地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
行
政
や
事
業
者
、
関
係
機
関
、

さ
ら
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
が
一
体
と
な
り
、
地
域
全
体
で
支
援

し
ま
す
。

条
例
の
内
容

基
本
理
念

・�

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
存
在
を

深
く
認
識
し
、
事
業
者
の
創
意
工
夫

や
自
助
努
力
を
促
進
し
ま
す
。

予
想
効
果

・�

事
業
者
が
商
工
会
な
ど
の
伴
走
支
援

を
受
け
な
が
ら
事
業
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
国
の
補
助
金
審
査
で
加

点
さ
れ
る
な
ど
、
採
択
に
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。 

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
持
続
的
な
発
展
を
地
域

全
体
で
支
援
し
ま
す

Point
１

江
田
島
市
内
に
は
大
規
模
事
業
者
は
な
く
、
農
業
や
漁
業

に
従
事
す
る
方
を
含
め
、
事
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
者
で
す
。 

江
田
島
市
内
に
は
、
大
規
模
事
業
者
は
何
社
あ
る
の
か
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Point
２ 議

案
第
39
号　
江
田
島
市
下
水
道
条
例
及
び
江
田
島
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

　
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
下
水
道
事
業
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
、
審
議
会
か
ら
ご
意
見
、
ご
提
案
を
頂
き
、
下
水
道
使
用
料

の
基
本
料
金
な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
将
来
を
見
越
し
基
本
料
金
等
を

見
直
し
ま
す

使
用
量
が
多
い
上
位
３
施
設
は
全
て
公
的
施
設
で
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
で
、
医
療
機

関
や
民
間
事
業
者
、
一
般
家
庭
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑
え
ま

す
。

使
用
量
の
多
い
施
設
の
単
価
が
違
う
理
由
は
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

制
度
の
内
容

料
金
改
定

・�

一
般
的
な
世
帯
で
、
２
カ
月
当
た
り

約
８
０
０
円
の
増
額 

使
用
料
改
定
時
期

・
令
和
９
年
４
月
１
日

事
業
方
針

・
下
水
道
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。
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市
総
合
戦
略
に
お
け
る
重

点
取
り
組
み
の
進
捗
を
ど

の
よ
う
に
管
理
し
、
進
め
て
い

く
の
か
。

重
点
取
り
組
み
の
進
捗
管

理
に
つ
い
て
は
、
86
の
重

点
取
り
組
み
項
目
ご
と
に
、
中

間
評
価
指
標
と
な
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を

数
値
で
示
し
、
各
年
度
末
に
達

成
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
数
値
化
し
て
い
な
い

施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
庁
内

部
局
間
で
情
報
を
共
有
し
て
い

く
と
と
も
に
、
有
識
者
会
議
の

意
見
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
は

か
る
な
ど
、
よ
り
効
果
の
高
い

計
画
と
な
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
職
員

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議
、
有
識
者
会
議
な
ど
で
の

意
見
も
反
映
し
て
い
ま
す
。

想
定
人
口
効
果
８
４
３
人

を
ど
の
よ
う
に
算
定
し
、

検
証
す
る
の
か
。

想
定
人
口
効
果
は
、
過
去 

の
実
績
や
経
験
に
基
づ
き

仮
説
を
立
て
て
算
出
し
た
数
値

で
あ
り
、
重
点
取
り
組
み
項
目

ご
と
に
「
直
接
的
な
人
口
効

果
」
と
、
そ
の
方
々
が
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
に
よ
る｢

経
済
の

波
及
効
果｣

を
組
み
合
わ
せ
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

筧本　　語
人口減少の現状と、将来像の共有を！

答 自治会や関係団体会議などさまざまな場面を通じて、より多
くの市民と共有できるよう、丁寧に説明を行っていきます

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
で
生
み
出
さ
れ
る
人
口
効
果

に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ
数
値
で
可
視
化
す
る
と
と
も

に
、
施
策
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
に
共
有
し
、
計
画
の
評

価
、
点
検
、
見
直
し
に
つ
な
げ

ま
す
。

　
な
お
、
最
終
的
な
８
４
３
人

の
想
定
人
口
効
果
に
つ
い
て
は
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
値
と
実
際
の
人
口

を
比
較
す
る
こ
と
で
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

戦
略
の
進
捗
や
成
果
を
、

市
民
に
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
く
の
か
。

各
年
度
に
お
け
る
進
捗
状

況
は
、
庁
内
会
議
や
有
識

者
会
議
を
経
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達

成
状
況
や
有
識
者
か
ら
頂
い
た

ご
意
見
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
周

知
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
分

野
の
関
係
者
が
集
ま
る
会
議
等

に
お
い
て
も
、
進
捗
状
況
等
を

共
有
し
、

現
場
の
声

を
生
か
し

た
取
り
組

み
に
な
る

よ
う
努
め

て
い
き
ま

す
。

問答答

答 問

問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

質問者　11人

一般質問
市の考えを問う

窓
口
業
務
の
郵
便
局
委
託

実
証
実
験
の
成
果
は
。

秋
月
・
高
田
・
深
江
地
区

で
実
施
し
た
３
カ
月
間
の

実
証
実
験
で
は
、
約
２
５
０
人
、

延
べ
２
６
０
件
の
ご
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

　
受
付
時
間
が
延
長
さ
れ
た
こ

と
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

機
能
に
よ
り
、
利
用
者
か
ら
特

に
不
便
を
感
じ
な
い
と
い
っ
た

前
向
き
な
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
格

稼
働
に
向
け
て
地
域
団
体
と
の

調
整
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
拠
点
で
あ
る
交
流

プ
ラ
ザ
に
、
郵
便
局
を
移

転
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
と
郵
便
局
の
強
み
を
生

か
し
た
連
携
は
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
持
続
性
を
確
保
す

る
上
で
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
郵
便
局
側
の
意
向
を
伺
い
な

が
ら
、
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、

地
域
共
生
社
会
の
推
進
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

地
域
共
生
社
会
は
、「
支

え
手
」「
受
け
手
」
と
い

う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民

や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
「
わ

が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人
と

人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野

を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が

る
こ
と
で
、
住
民
一
人
一
人
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を

共
に
創
っ
て
い
く
社
会
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
Ｐ
Ｒ
の

状
況
は
。

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
・
精
神
障

害
に
よ
り
、
物
事
を
判
断
す
る

こ
と
が
十
分
で
な
い
者
に
対
し
、

家
庭
裁
判
所
が
後
見
人
等
を
選

任
し
、
預
貯
金
、
不
動
産
な
ど

の
財
産
管
理
や
、
各
種
契
約
な

ど
、
生
活
に
関
わ
る
行
為
を
、

法
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
促
進
の
取
り
組
み
と
し

て
、
市
民
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
出
前
講
座
や
講
演
会
の

開
催
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専

門
職
に
対
す
る
研
修
会
を
実
施

し
て
お
り
、
成
年
後
見
制
度
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
な
ど
、
制
度
や
相
談
支
援

の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

浜西　金満
郵便局へ委託後、地域相談窓口の機能維持を！

答 地域の実情に応じ、柔軟な対応を検討していきます

古居　俊彦
地域共生社会の推進と、包括的支援体制の構築を！

答 医療・福祉機関や民生委員と連携し、役割を明確化して
包括支援の構築に取り組んでいます

問問 答

答

答

答答

答

答

問

問問

問問
他
の
地
域
へ
の
展
開
は
。

今
年
度
は
、
切
串
で
の
実

証
実
験
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
へ
の

展
開
に
つ
い
て
は
今
年
度
末
に
、

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環

境
変
化
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を

検
討
し
ま
す
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
大
切

な
「
地
域
の
相
談
窓
口
」

と
し
て
の
機
能
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
出
張

所
職
員
が
自
治
会
活
動
な

ど
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
確

認
し
た
上
で
、
相
談
窓
口
機
能

を
補
完
で
き
る
仕
組
み
を
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　
出
張
所
業
務
の
郵
便
局
委
託

は
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、

一
定
の
理
解
は
す
る
が
、
相
談

対
応
の
機
能
な
ど
、
住
民
の
安

心
感
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
今

後
よ
り
丁
寧
な
対
応
を
は
か
る

べ
き
で
あ
る
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
の
利
用
が
あ

る
の
か
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者

数
に
つ
い
て
は
、
40
人

（
令
和
７
年
８
月
末
）
で
す
。

内
訳
と
し
て
は
、
判
断
能
力
が

常
に
欠
け
て
い
る
「
後
見
」
が

29
人
、
判
断
能
力
が
著
し
く
不

十
分
な
「
保
佐
」
が
８
人
、
判

断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
「
補

助
」
が
２
人
で
す
。
任
意
後
見

制
度
で
は
、
１
人
で
す
。

お
わ
り
に

　
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

と
問
題
に
対
す
る
目
線
は
、
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
行
政
が

関
わ
れ
る
の
は
、
公
助
だ
け
と

い
う
の
で
は
な
く
、
自
助
・
互

助
・
共
助
の
方
に
も
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
、
制
度
の
説
明
・
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、

暮
ら
し

や
す
い

ま
ち
づ

く
り
を

行
っ
て

い
た
だ

き
た
い
。

１　筧本　　語
２　古居　俊彦
３　浜西　金満
４　宮下　成美
５　長原　和哉
６　平本　美幸
７　小野藤　訓
８　美濃　英俊
９　濵嵜　眞琴
10　安西　翔平
11　上本　雄一郎

人口減少の現状と、将来像の共有を！
地域共生社会の推進と、包括的支援体制の構築を！
郵便局へ委託後、地域相談窓口の機能維持を！
ふるさと納税の活用と「共感型」プロジェクトへ転換を！
所有者が不明の困った「空き家」や「農地」の対策を！
誰もが安心して暮らし続けられるまちに！
空き家対策と地域おこし協力隊でまちに活力を！
移住定住政策は、全ての部署が意識して！
未来へつなぐ下水道運営を！
大柿高校の魅力発信の取り組みを！  
資源の有効活用のため薪ストーブ等の導入検討を！

策定して終わりではなく、
将来につながる計画に !!

動画動画

動画
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「
空
き
家
」
の
把
握
状
況

と
管
理
不
全
と
な
っ
た
場

合
の
対
応
状
況
は
。

令
和
３
年
度
の
空
き
家
実

態
調
査
で
は
、
１
７
１
０

戸
、
そ
の
内
、
市
外
の
所
有
者

は
約
68
％
。
所
有
者
に
は
、
毎

年
、「
空
き
家
の
手
引
き
」
や

納
税
通
知
の
際
に
空
き
家
相
談

な
ど
の
啓
発
文
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
に
迷
惑

が
掛
か
る
な
ど
の
場
合
は
、
市

職
員
が
現
地
を
確
認
し
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
農
地
」
の
場
合
は
。

農
地
台
帳
を
活
用
し
、

「
空
き
家
」
対
策
同
様
に
、

市
な
ら
び
に
農
業
委
員
会
が
窓

口
に
な
っ
て
対
応
し
ま
す
。

県
か
ら
管
理
を
受
け
て
い

る
施
設
の
種
類
と
そ
の
数

は
。
ま
た
、
緊
急
時
の
対
応
は
。

県
道
７
路
線
、
二
級
河
川

５
河
川
、
急
傾
斜
地
１
１

７
カ
所
の
維
持
修
繕
お
よ
び
港

湾
４
港
の
事
務
委
託
を
受
け
て

い
ま
す
。　

　
緊
急
時
の
体
制
は
、
既
に
構

長原　和哉
所有者が不明の困った「空き家」や「農地」の対策を！

答 困ったら、「空き家」は都市整備課へ、「農地」は農林
水産課へまずご相談ください

築
済
み
で
、
模
擬
訓
練
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
元
要
望
の
対
応
状
況
は
。

急
傾
斜
地
以
外
は
お
お
む

ね
対
応
は
で
き
て
い
ま
す
。

急
傾
斜
地
周
辺
に
は
家
屋

も
多
数
あ
り
近
年
の
気
象

や
周
辺
環
境
は
悪
化
し
て
い
る
。

管
理
予
算
の
確
保
策
は
。

県
の
維
持
修
繕
に
係
る
予

算
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
市
と
し
て

は
、
年
１
回
の

県
と
の
協
議
の

場
を
活
用
し
、

一
層
の
要
望
を

行
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
近
年
、
所
有
者
が
分
か
ら
な

い
「
空
き
家
」
「
農
地
」
が
増

え
、
周
辺
に
迷
惑
が
掛
か
っ
て

い
る
。
個
人
情
報
の
保
護
が
壁

に
な
り
、
な
か
な
か
連
絡
が
取

れ
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

行
政
が
窓
口
に
な
っ
て
対
応
し

て
も
ら
う
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
県
か
ら
の
管
理
を
受

託
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

本
来
の
管
理
者
（
県
）
に
実
情

を
積
極
的
に
伝
え
、
予
算
の
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問問問

問問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

お
い
て
、
募
集
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
網
羅
的
・
抽
象
的
で
企

業
が
寄
付
し
に
く
い
現
状
が
あ

る
。
残
り
２
年
の
適
用
期
限
を

見
据
え
、
本
市
独
自
の
施
策
掘

り
起
こ
し
や
実
績
向
上
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

指
摘
の
通
り
、
施
策
が
抽

象
的
で
共
感
が
得
ら
れ
に

く
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
と
成

果
報
酬
型
の
業
務
委
託
契
約
を

結
び
、
魅
力
的
で
具
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定
と
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け
、
期
限
内

に
実
績
が
上
が
る
よ
う
努
め
ま

す
。

一
方
、
ふ
る
さ
と
納
税
は

過
去
最
高
の
約
２
億
１
６

２
８
万
円
に
達
し
た
が
、
カ
タ

ロ
グ
ギ
フ
ト
化
か
ら
の
脱
却
や

リ
ピ
ー
ト
率
向
上
の
た
め
、
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
活
用
事
例

の
可
視
化
や
、
特
定
の
事
業
に

絞
っ
て
寄
付
を
募
る
「
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
」
を
導
入
す
べ

き
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

寄
付
者
の
皆
さ
ま
へ
活
用

実
績
を
伝
え
る
た
め
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

宮下　成美　　　　　
ふるさと納税の活用と「共感型」プロジェクトへ転換を！

答 民間企業とも連携し、本市の魅力を尖らせた
具体的な事業を構築・発信していきます

問問

問

答答答

答 現
場
の
声
を
掲
載
し
ま
す
。
ま

た
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
応

援
で
き
る
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
魅
力
的
な

仕
組
み
で
あ
り
、
新
規
事
業
な

ど
の
中
か
ら
対
象
事
業
を
抽
出

し
、
構
築
に
努
め
ま
す
。

深
刻
な
生
育
不
良
の
逆
境

に
あ
っ
て
も
カ
キ
関
連
の

寄
付
額
が
前
年
比
約
５
％
増
と

な
っ
た
事
実
は
、
全
国
の
フ
ァ

ン
か
ら
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
。
生
産
者
を
直
接
下
支
え

し
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
こ
の
貴
重
な
財
源
の

具
体
的
な
活
用
方
法
を
伺
う
。 

今
年
度
は
海
底
耕
う
ん
や

漁
業
共
済
掛
金
の
助
成
へ

の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
声
や

実
情
を
踏
ま
え
、
本
市
の
誇
り

で
あ
る
カ
キ
養
殖
の
回
復
施
策

へ
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
全
国
の
応

援
者
と
本
市
を
つ
な
ぐ
強
力
な

架
け
橋
で
す
。
今
回
示
さ
れ
た

前
向
き
な
取
り
組
み
が
早
期
に

結
実
す

る
こ
と

を
強
く

期
待
し

ま
す
。

空
き
家
等
の
実
態
調
査
で

の
現
状
と
課
題
は
。

空
き
家
の
増
加
と
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、

約
８
割
は
利
活
用
が
可
能
で
す
。

倒
壊
の
危
険
や
周
辺
へ
の
悪
影

響
が
課
題
で
す
。

老
朽
化
が
進
行
す
る
空
き

家
へ
の
取
り
組
み
は
。

「
空
き
家
の
手
引
き
」
を

送
付
し
適
正
な
管
理
を
促

し
、
危
険
家
屋
に
は
所
有
者
へ

対
策
措
置
通
知
を
送
付
し
、
解

体
除
去
に
は
補
助
制
度
を
運
用

し
て
い

ま
す
。空

き
家
を
利
活
用
し
た
移

住
定
住
促
進
に
つ
い
て
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活

用
や
不
動
産
業
界
と
連
携

し
、
売
買
に
つ
い
て
の
補
助
制

度
充
実
や
自
治
会
や
民
生
委
員

と
連
携
す
る
等
、
移
住
定
住
の

さ
ら
な
る
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

高
齢
者
の
孤
立
死
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
ブ
ラ
ン
チ
に
よ
る
訪
問

活
動
の
ほ
か
、
民
生
委
員
に
よ

る
見
守
り
活
動
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
見
守
り
支
援
員
に
よ

る
安
否
確
認
や
声
掛
け
訪
問
等

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
本
年
３
月
か
ら
、
単
身
で

暮
ら
す
方
の
安
否
を
家
族
や
知

人
が
市
公
式
ラ
イ
ン
を
通
じ
て

確
認
で
き
る
「
単
身
者
安
否
確

認
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し

た
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
方
に

登
録
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積

極
的
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
に

対
す
る
「
ブ
ラ
ン
チ
」
に

よ
る
支
援
状
況
は
。

身
の
回
り
の
こ
と
が
あ
る

程
度
で
き
る
方
に
つ
い
て

は
、
１
カ
月
に
１
回
程
度
訪
問

し
、
見
守
り
や
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
支
援
が
必
要
な
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
「
ブ
ラ
ン

チ
」
の
訪
問
支
援
に
加
え
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

も
訪
問
し
、
生
活
状
況
の
把
握

や
困
り
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

小野藤　訓
空き家対策と地域おこし協力隊でまちに活力を！

答 空き家の適正管理と利活用で移住定住を促進し、地域
おこし協力隊制度の活用で地域の活性化をはかります

平本　美幸
誰もが安心して暮らし続けられるまちに！

答

問問

問問

問問問

終
活
支
援
の
取
り
組
み
は
。

高
齢
者
の
方
が
「
島
で
の

暮
ら
し
」
を
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
島

で
ね
ば
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
を
作
成
し
、
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
や
地
域
に
出
向
き
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

終
活
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
開

催
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
会
議
に
お
い
て
周
知
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
に

対
す
る
支
援
は
。

国
に
お
い
て
、
頼
れ
る
親

族
が
い
な
い
高
齢
者
等
を

対
象
と
し
た
「
社
会
福
祉
法
」

が
改
正
さ
れ
、
支
援
の
拡
充
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

相
談
・
支
援
活
動
の
充
実
や
、

各
種
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
を

は
か
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉

法
改
正
の
趣
旨
に
則
り
、
市
や

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
事

業
者
や
民
間

事
業
者
等
と

連
携
し
て
、

支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
全

国
的
な
動
向
に
つ
い
て
。

受
入
れ
自
治
体
は
昨
年
度

１
１
８
７
団
体
、
８
１
９

６
人
で
６
年
連
続
増
加
、
任
期

終
了
後
は
約
７
割
が
定
住
し
、

起
業
は
約
25
％
で
す
。

　
隊
員
に
係
る
経
費
は
一
人
当

た
り
約
５
０
０
万
円
で
全
額
が

国
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
用
の
成
果

と
課
題
は
。

10
年
間
で
15
人
を
活
用
、

10
人
が
定
住
し
て
、
５
人

が
起
業
し
新
た
な
活
力
と
魅
力

を
生
み
出
し
て
お
り
、
今
年
度

は
７
人
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
課
題
は
業
務
上
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
や
意
欲
の
低
下
で
あ
り
、
毎

月
全
隊
員
と
関
係
者
で
会
議
を

行
い
、
面
談
等
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
円
滑

に
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
効
果
的
な
活
用
と

展
望
に
つ
い
て
。

隊
員
ОО
Ｂ
と
の
交
流
を
深

め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

本
市
の
潜
在
力
を
生
か
し
た
取

り
組
み
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

県
か
ら
管
理
を
受
け
て
い
る
土

木
施
設
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

相談・支援活動の充実や関係機関と連携した
取り組みを進めます

答

答答

答答答

答答答

答答

答

答 答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活

用
に
つ
い
て

問問問

動画動画

動画動画
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美濃　英俊
移住定住政策は、全ての部署が意識して！

答

市
は
、
移
住
・
定
住
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
改
修
、
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
空
き
家
の
全
戸
調
査
を

実
施
予
定
で
あ
り
、
市
の
移
住

定
住
政
策
・
空
き
家
問
題
を
考

え
る
、
良
い
機
会
で
あ
る
。

　
中
で
も
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
移
住

定
住
政
策
に
と
っ
て
も
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
大
き
く
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
移
住
希
望
者
が

移
住
先
を
調
べ
る
際
、
子
育
て

環
境
や
教
育
環
境
、
医
療
環
境

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
よ
く

見
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
、
市

内
か
ら
と
市
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

昨
年
度
、
令
和
７
年
度
の

ア
ク
セ
ス
数
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
延
１
４
０
万
件
で
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
市
内
か
ら
が
約

15
万
件
、
市
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
約
１
２
５
万
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

実
際
閲
覧
し
て
い
る
の
は
、

圧
倒
的
に
、
市
外
の
方
々

が
多
い
状
況
で
あ
る
。

　
改
修
前
に
各
部
署
の
ニ
ー
ズ

な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
反
映
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

問答

答

問

こ
の
た
び
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

基
本
方
針
を
定
め
、
企
画
提
案

を
募
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、

利
用
者
が
「
探
し
て
い
る
情
報

を
ス
ム
ー
ズ
に
得
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
」
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
質
疑
の
締
め
と
し
て
、

ま
ず
、
移
住
定
住
政
策
に
お
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
全

て
の
部
署
の
協
力
が
必
要
。
市

外
か
ら
の
閲
覧
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
外
部
か
ら
閲
覧
す
る

人
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
本
市
を
知
る
入
口
で
あ
る
。

江
田
島
市
を
ど
の
よ
う
に
見
せ

る
か
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
意
識
す
る
こ
と
。

　
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
以
上

２
点
を
求
め
た
。

※�

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
移
住
定

住
政
策
全
般
に
わ
た
り
質
問

し
ま
し
た
。

本
市
の
下
水
道
事
業
は
整

備
開
始
か
ら
約
30
年
が
経

過
し
、
人
口
減
少
や
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
将
来

に
わ
た
り
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
経
営
改
善
の
成
果
は
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
下
水

道
区
域
の
見
直
し
や
処
理

施
設
の
統
合
な
ど
に
よ
り
、
整

備
費
や
更
新
費
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
維

持
管
理
費
の
縮
減
も
進
め
、
経

営
改
善
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
施
設
の
集
約
や
効

率
化
を
検
討
し
、
持
続
可
能
な

事
業
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
９
年
度
施
行
の
下
水

道
使
用
料
改
定
の
考
え
方

は
。

今
回
の
使
用
料
改
定
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
維
持
管

理
や
更
新
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
、
子
育
て
世
帯
や
中
小
企
業

へ
の
影
響
に
配
慮
し
な
が
ら
検

討
し
ま
し
た
。
一
般
家
庭
へ
の

影
響
は
比
較
的
抑
え
ら
れ
る
見

込
み
で
す
。

今
後
の
下
水
道
計
画
の
見

通
し
は
。

濵嵜　眞琴
未来へつなぐ下水道運営を！

答 経営改善を進めながら、将来を見据えた持続可能な
下水道事業を検討します

将
来
的
に
下
水
道
施
設
の

更
新
時
期
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
人
口
動
態
や
国
の
制
度

動
向
、
最
新
技
術
な
ど
に
注
視

し
つ
つ
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
な
ど
総
合
的
な
検
討
に

つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
を
含
め

て
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
支
え
る
大
切
な
社
会
基
盤

で
あ
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少

が
進
む
中
、
将
来
の
維
持
管
理

や
更
新
に
は
大
き
な
課
題
が
あ

る
。
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧

な
説
明
と
理
解
を
得
な
が
ら
、

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残

さ
な
い
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

問問問
市
の
直
営
事
業
や
委
託
事

業
で
生
じ
る
剪
定
枝
等
の

分
量
と
処
理
方
法
は
。

本
市
域
で
発
生
す
る
剪
定

枝
等
の
処
理
方
式
お
よ
び

令
和
７
年
度
の
処
分
量
に
つ
い

て
、
お
答
え
し
ま
す
。

　
一
つ
目
に
、
刈
草
は
、
リ
レ

ー
セ
ン
タ
ー
で
減
量
化
し
た
後
、

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く
れ
」

で
焼
却
処
分
し
て
い
ま
す
。
処

分
量
は
約
74
ト
ン
で
す
。

　
二
つ
目
に
、
伐
採
木
は
、
民

間
処
分
場
で
チ
ッ
プ
化
し
て
い

ま
す
。
処
分
量
は
約
３
８
４
ト

ン
で
す
。

　
三
つ
目
に
、
剪
定
し
た
枝
木

は
、
発
生
場
所
や
大
き
さ
、
保

管
ス
ペ
ー
ス
等
に
応
じ
て
、
環

境
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
搬
出
し
て
い

ま
す
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬
出
し
た

も
の
は
、
破
砕
処
理
を
行
っ
た

上
で
、
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

く
れ
」
で
焼
却
処
分
し
て
い
ま

す
。
処
分
量
は
約
27
ト
ン
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
搬

出
し
た
も
の
は
チ
ッ
プ
化
し
て

い
ま
す
。
処
分
量
は
約
38
ト
ン

で
す
。

　
な
お
、
周
辺
環
境
に
影
響
の

少
な
い
箇
所
で
発
生
し
た
刈
草

等
は
、
現
地
に
残
置
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

処
分
量
に
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。

上本　雄一郎
資源の有効活用のため薪ストーブ等の導入検討を！

答 ニーズの把握や補助制度導入市町の実例、
国や県の支援制度等の情報収集に努めます

安西　翔平
大柿高校の魅力発信の取り組みを！ 

答 大柿高等学校活性化コーディネーターを配置し、
教育活動の構築に取り組んでいます

問

問
地
球
温
暖
化
対
策
や
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
、
さ
ら

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
循

環
を
進
め
る
た
め
、
薪
ス
ト
ー

ブ
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
等
の
導
入
支
援
を
検
討
し
て

は
。

薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
面
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
で
は
、
北
広
島

町
、
安
芸
太
田
町
な
ど
森
林
面

積
が
広
い
山
間
部
の
自
治
体
で
、

薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入
支
援
制

度
が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

島
嶼
部
の
本
市
と
は
環
境
が
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
補
助
制
度
を
導
入

し
て
い
る
市
町
の
実
例
、
国
や

県
の
支
援
制
度
な
ど
の
情
報
収

集
に
努
め
ま
す
。

庁内関係部局と密に連携をはかり、全ての情報を
分かりやすく整理するように努めます

下水道点検のイメージ図

市公式 HP
TOP 画面

答

答

答

答

答

大
柿
高
校
に
お
け
る
「
地

域
み
ら
い
留
学
」
等
の
導

入
に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状

況
は
。令

和
８
年
度
は
25
人
の
入

学
者
が
あ
り
ま
し
た
。
内

訳
は
、
江
田
島
市
内
の
中
学
校

か
ら
21
人
、
市
外
か
ら
４
人
で

す
。

　
全
校
生
徒
数
は
63
人
と
な
り
、

県
が
高
校
再
編
の
目
安
と
し
て

い
る
「
２
年
連
続
し
て
新
入
学

生
徒
数
が
20
人
未
満
」
ま
た
は

「
全
校
生
徒
数
が
60
人
未
満
」

と
い
う
基
準
は
上
回
る
状
況
で

す
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
大
柿

高
校
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

支
援
と
し
て
、
市
独
自
の
補
助

金
に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
活
用
し
た
「
大
柿

高
等
学
校
活
性
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
費
用
や
運
営

体
制
も
含
め
て
高
校
と
も
継
続

し
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

市
外
か
ら
の
生
徒
受
け
入

れ
を
見
据
え
た
寮
の
増
設

や
、
民
間
施
設
活
用
を
含
め
た

住
環
境
整
備
に
つ
い
て
現
在
の

検
討
状
況
は
。

現
在
、
下
宿
で
２
人
を
受

け
入
れ
可
能
で
す
。
さ
ら

な
る
県
外
か
ら
の
募
集
枠
を
増

問

問

問

や
す
こ
と
を
目
指
し
、
下
宿
先

の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。
見

通
し
と
し
て
は
、
４
～
５
人
程

度
の
下
宿
先
を
確
保
で
き
そ
う

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
外
や
県
外
へ
の
情
報
発

信
・
募
集
活
動
は
。

大
柿
高
校
と
の
連
携
・
調

整
の
も
と
、
同
校
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
生
徒
が
増
え
る

よ
う
、
高
校
の
魅
力
づ
く
り
や
、

魅
力
を
広
く
伝
え
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
地
域
み
ら
い
留
学
…
全
国
の　

　
高
校
が
都
道
府
県
の
枠
を
超

　
え
て
生
徒
を
募
集
し
、
生
徒　

　
が
親
元
を
離
れ
て
地
域
で
暮

　
ら
し
な
が
ら
学
ぶ
進
学
制
度

答

答

答シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

枝
葉
を
チ
ッ
プ
化
し
て
土
壌
改

良
材
等
に
し
て
い
る

動画動画

動画動画

一般質問 一般質問

11 10江田島市議会だより 第 87号
令和８年８月１日発行

江田島市議会だより 第 87号
令和８年８月１日発行



総務文教 常任委員会

市役所の運営、お金の管理、公共交通、防災・消防、
教育、選挙、監査などに関する事務事業を担当します。

産業厚生 常任委員会

各種産業、道路・建物、下水道、他にも税金や、ごみ
問題など市民生活に係る事業、子育て・介護など福祉
に関する事務事業を担当します。

指定管理航路・江田島
バス、学校のあり方に
関する保護者アンケー
トについて調査
しました。

高齢化や後継者不在など
さまざまな課題が出ている
自治会・まちづくり協議会
何かしら対応できないか？

議会運営 委員会

　議会の活発化と質の向上を目的として、３月23日、安芸
高田市議会に視察に行ってきました。
　議員の資質向上や議会改革への取り組みなど、参考になる
点を多く学びました。
　広島県の同じ中山間地域ということもあり、市が抱える課
題には共通点も多く、参考になりました。

安芸高田市議会視察

【委員長】上本 雄一郎　【副委員長】古居 俊彦
【委　員】浜西 金満　長坂 実子　角増 正裕
　　　　　美濃 英俊　長原 和哉　濵嵜 眞琴

【委員長】宮下 成美　【副委員長】平本 美幸 
【委　員】上松 英邦　平川 博之　筧本 　語
　　　　　小野藤 訓　小栗    賢　安西 翔平

【委員長】上本 雄一郎　【副委員長】宮下 成美
【委　員】平川 博之　古居 俊彦　美濃 英俊　平本 美幸

指
定
管
理
航
路
（
中
町
～

宇
品
）・
江
田
島
バ
ス
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
５
月
18
日
、
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
所
管

事
務
調
査
と
し
て
「
指
定
管
理
航
路
・

江
田
島
バ
ス
の
現
状
」「
学
校
の
あ
り

方
に
関
す
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
」
に
つ
い
て
企
画
部
、
教
育
委
員
会

か
ら
説
明
を
受
け
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◦
企
画
部
か
ら
の
報
告

●
指
定
管
理
航
路
お
よ
び
江
田
島
バ
ス

　
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し

・�

原
油
・
燃
料
費
高
騰
に
よ
る
経
営
状

況
へ
の
影
響
は
、
航
路
は
軽
油
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
40
円
（
約
50
％

増
）
値
上
が
り
、
長
期
化
す
る
場
合

は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。
バ
ス

は
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で

影
響
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

・�

今
後
の
燃
料
費
高
騰
へ
の
補
正
予
算

等
支
援
は
、
県
や
関
係
市
と
協
調
し

「
広
島
県
生
活
航
路
維
持
確
保
対
策

事
業
補
助
金
」
や
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

・�

民
間
航
路
に
お
い
て
も
同
様
に
影
響

を
受
け
、
フ
ェ
リ
ー
の
主
燃
料
で
あ

る
Ａ
重
油
価
格
は
５
年
前
の
約
２
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

今
後
、
料
金
改
定
を
含
め
利
用
者
負

担
増
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◦
委
員
会
の
質
疑

Ｑ
：�

国
の
交
付
金
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

Ａ
：�

物
価
高
騰
臨
時
交
付
金
を
本
年
３

月
に
一
度
支
援
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：�

燃
料
費
が
指
定
管
理
者
公
募
時
を

大
幅
に
超
過
し
、
経
営
に
影
響
が

出
て
い
る
と
思
う

が
、
指
定
管
理
者

へ
の
対
応
は
。

Ａ
：�

県
の
協
調
補
助
を

活
用
す
る
た
め
、

来
年
度
の
支
援
に

向
け
て
調
整
し
て

い
ま
す
。

学
校
の
あ
り
方
に
関
す
る

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て

◦
教
育
委
員
会
か
ら
の
報
告

●
基
本
方
針
・
将
来
構
想
・
総
括

・�
現
在
、
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
で
協
議
中
で
あ
り
、
年
度
内
に
答

申
を
受
け
具
体
的
な
検
討
整
理
を
行

う
予
定
で
す
。

・�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
学
校
規
模

は
小
中
学
校
と
も
１
学
級
当
た
り

「
20
～
29
人
」
が
多
く
、
配
慮
す
べ

き
事
項
は
「
通
学
距
離
・
通
学
時

間
・
通
学
方
法
」
や
「
教
育
の
質
の

維
持
・
向
上
」
と
い
っ
た
意
見
が
多

い
結
果
。
今
後
保
護
者
の
意
見
を
尊

重
し
協
議
し
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
・
活
用

・
約
45
％
が
学
校
統
合
を
支
持
し
て
い

　
ま
す
が
、
統
合
を
行
わ
な
い
等
の
回

　
答
も
踏
ま
え
協
議
し
ま
す
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
小
・
中
学
校

　
長
に
も
提
供
し
学
校
運
営
の
参
考
と

　
し
ま
す
。

●
丁
寧
な
説
明
と
合
意
形
成

・
説
明
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
検
討

　
委
員
会
の
答
申
を
丁
寧
に
説
明
し
て

　
い
き
ま
す
。

※
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会
の
議

　
事
録
や
ア
ン
ケ
ー
ト

　
結
果
は
、
教
育
委
員

　
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
委
員
会
の
質
疑

Ｑ
：
答
申
の
内
容
や
概
要
は
。

Ａ
：�

学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会
か

ら
、
今
後
の
学
校
規
模
適
正
の
方

針
や
通
学
バ
ス
等
、
方
向
性
が
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

Ｑ
：
通
学
時
間
・
距
離
の
想
定
は
。

Ａ�

：
徒
歩
・
自
転
車

　
　
で
小
学
生
は
４

　
　
㎞
、
中
学
生
は

　
　
６
㎞
、
バ
ス
の

　
　
場
合
は
１
時
間

　
　
程
度
を
イ
メ
ー

　
　
ジ
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
・
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
現
状
等
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

影
響
も
あ
り
、
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
※
以
降
ま
ち
協
）
の
運
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
役

員
の
高
齢
化
や
固
定
化
が
進
み
、
次
世

代
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
な
ど
で
す
。

　
ま
ず
、
自
治
会
で
す
が
、
合
併
以
前

の
仕
組
み
の
ま
ま
今
日
ま
で
き
て
い
る

た
め
、
課
題
や
そ
の
原
因
は
地
域
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
次
に
、
ま
ち
協
で
す
が
、
代
表
な
ど

主
要
役
員
や
実
質
的
な
運
営
を
自
治
会

役
員
が
兼
任
し
て
い
る
地
域
が
多
く
、

自
治
会
同
様
の
課
題
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
委
員
会
で
、
長
期
の
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◦
組
織
の
位
置
付
け
な
ど

・
自
治
会
：
地
域
住
民
が
自
主
的
に
運

　
営
す
る
自
治
組
織
で
す
。
世
帯
ご
と

　
の
意
思
で
加
入
す
る
任
意
の
団
体
で
、

　
市
内
に
は
31
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い

　

ま
す
。
広
報
紙
の
配
布
や
ご
み
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

　
理
、
防
犯
・
防
災
、

　
環
境
美
化
な
ど
さ

　
ま
ざ
ま
な
活
動
を

　
通
じ
て
、
住
み
よ

　
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
目
指
し
て
い
ま
す
。

・�

ま
ち
協
：
本
市
で
は
市
民
と
行
政
が

連
携
・
協
力
し
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち
協
の

設
立
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
自
治
会

を
は
じ
め
、
女
性
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
地
域
の
幅
広
い
団
体
が
連
携
し
て
、

よ
り
広
い
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
組
織
と

し
て
、
22
地
域
で
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

◦
市
民
生
活
部
か
ら
の
報
告

　
①
本
市
の
支
援
策
②
自
治
会
の
状
況

③
認
可
地
縁
団
体
④
自
治
会
ま
ち
協
役

員
の
年
齢
構
成
⑤
ま
ち
協
の
状
況
⑥
自

治
組
織
に
お
け
る
現
状
と
課
題
⑦
課
題

解
決
に
向
け
て
（
ま
ち
づ
く
り
共
生
課

の
取
り
組
み
）
の
７
項
目
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
を
基
に
詳
細
な
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

◦
委
員
会
の
質
疑

　
報
告
に
対
し
、
現
状
を
明
確
に
理
解

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
課
題
解
決
に
向
け
て
、
今

後
、
ど
の
点
か
ら
調
査
す
る
か
が
委
員

会
の
課
題
で
す
。

◦
そ
の
他

　
「
海
辺
の
新
鮮
市

場
」
の
現
状
「
江
田

島
市
第
４
次
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画

（
市
役
所
の
取
組
）」

な
ど
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

教育委員会HP
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江
田
島
市
議
会
議
員
研
修
と
し
て
、

江
田
島
町
に
所
在
す
る「
秋
月
弾
薬
庫
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

秋
月
弾
薬
庫
視
察

（
５
月
21
日
実
施
）
の
ご
報
告

「
子
育
て
支
援
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
を
進
め
る
。」
は
ど

う
な
っ
た
の
か

　
呉
施
設
管
理
事
務
局
所
長
か
ら
米

陸
軍
施
設
の
現
状
や
運
用
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
後
、
警
備・消
防・

施
設
管
理
の
各
部
門
を
視
察
し
、
各

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
施
設
へ
の
理
解
を
深
め
、
住
民

の
安
全
・
安
心
に
資
す
る
議
会
活

動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
令
和
５
年
２
月
議
会
】

回
答
：
子
育
て
支
援
課
長（
令
和
８
年
６
月
）

●
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
の

　
利
用
促
進
に
つ
い
て

　
妊
娠
中
か
ら
育
児
ま
で
を
総
合
的
に
支
援

し
て
く
れ
る
、
便
利
で
使
い
や
す
い
ア
プ
リ

で
す
。
予
防
接
種
の
履
歴
や
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
記
録
が
簡
単
に
管
理
で
き
る
の
で
、
育
児

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
の
利
用
を
今
後
も

勧
め
て
い
く
考
え
で
す
。
た
だ
、
個
人
で
利

用
す
る
ア
プ
リ
の
た
め
、
具
体
的
な
活
用
状

況
ま
で
把
握
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
入
園
申
し
込
み
を
デ
ジ
タ
ル
で

と
当
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、

認
定
こ
ど
も
園
の
先
生
と
保
護
者

の
連
携
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
の
ア
プ
リ
の
導
入
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
調
査
研
究
段
階

で
、
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
子
育
て
環
境
が
良
く
な
る
よ

う
に
、
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

●�

入
園
申
し
込
み
の
デ
ジ

タ
ル
対
応
に
つ
い
て

令和７年度（11月～３月）政務活動費の収支状況
（単位：円）

会 派 名 政友会
（９人） 平川  博之 美濃  英俊 平本  美幸 筧本　語 宮下  成美 濵嵜  眞琴 安西  翔平

交  付  額（a） 675,000 75,000 75,000 75,000 75,000 75,000 75,000 75,000
支

出

科

目

調査研究費 49,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 10,630
研 修 費 0 0 36,130 0 0 0 0 0
広 報 費 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 43,087 0 0 0 0 0 0 0
資料購入費 24,420 0 0 0 0 0 0 2,970

支出額合計（b） 117,007 5,500 41,630 5,500 5,500 5,500 5,500 13,600
返還額（a）‒（b） 557,993 69,500 33,370 69,500 69,500 69,500 69,500 61,400

主な支出

タブレット
端末利用負
担金、事務
用品代、資
料購入代

タブレット
端末利用負
担金

タブレット
端末利用負
担金、視察
旅費

タブレット
端末利用負
担金

タブレット
端末利用負
担金

タブレット
端末利用負
担金

タブレット
端末利用負
担金

タブレット
端末利用負
担金、視察
旅費、資料
購入代

　政務活動費とは、議員が調査研究その他の活動を行うために経費の一部として交付されるもの
です。本市では、会派（所属議員が１人の場合を含む）に対して、会派の所属議員×年額18万円
が年度当初に交付されます。年度末には、支出を証明する領収書等を添付した収支報告書を議長
に提出し、残額がある場合は市へ返還します。

会派所属議員
　（令和８年３月31日現在）
●政友会（９人）
　浜西　金満、上松　英邦、
　長坂　実子、古居　俊彦、
　角増　正裕、上本雄一郎、
　小野藤　訓、長原　和哉、
　小栗　　賢

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展

に
寄
与
し
た
功
績
に
対
し
て
、
次
の
通

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続

永
年
勤
続      

議
員
表
彰

議
員
表
彰

中国市議会議長会表彰

・
議
員
８
年
以
上

長
坂　
実
子 

議
員

前
江
田
島
市
議
会
議
員

岡
野　
数
正 

さ
ん

・
正
副
議
長
３
年
以
上　

前
江
田
島
市
議
会
議
長

酒
永　
光
志 

さ
ん

・
議
員
16
年
以
上

上
松　
英
邦 

議
員

前
江
田
島
市
議
会
議
員

吉
野　
伸
康 

さ
ん

・
議
員
12
年
以
上

前
江
田
島
市
議
会
議
員

酒
永　
光
志 

さ
ん

上松 議員　長坂 議員

お詫びと訂正
議会だより第86号の16ページ
・市議会アドベンチャー記事
の、質問者の名前を
福
ふくしまれん

島連さんと掲載しておりま
したが、正しくは
福
ふくしまれん

島蓮さんの誤りでした。
お詫びして訂正いたします。　

にこ♡にこハウス屋外広場

秋月弾薬庫にて

議会で SNSを始めて３カ月。まだまだどのような記事が良いか試行錯誤しながらの
投稿です。一例をご紹介します。
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政務活動費の使い道SNSでも発信しています



委員長　　美濃　英俊
委　員　　宮下　成美
委　員　　濵嵜　眞琴

副委員長　筧本　　語
委　員　　小野藤　訓
委　員　　安西　翔平

議会広報特別委員会

次回の定例会は
９月１日（火）午前10時開会予定

※日程は変更となる場合があります。
　詳細は、定例会が開催されるおおむね１週間前に
　江田島市議会ホームページに掲載します。

令和８年６月までの累計 ▶▶▶
議会傍聴メーター議会傍聴メーター

令和８年中に議会・委員会の傍聴に来られた方をカウントします。
令和７年累計：145人

Ｑ：�商工会や青年部の役割は？
　商工会は、小規模事業者や創業を目指す方の経
営相談に寄り添う「公的なコンサルタント」のよ
うな存在です。青年部は、地域イベントや清掃活動、
異業種交流などを通じて、地域を元気にする活動
に取り組んでいます。（中畠さん）

Ｑ：�青年部に入って良かったと感じることは何？
　一番の魅力は、人とのつながりです。先輩経営
者から仕事や地域との関わり方を学べるだけでなく、
同世代との横のつながりも生まれます。経営者は
孤独になりがちですが、気軽に相談したり、本音
を話したりできる仲間ができることは大きな支え
です。青年部での出会いが新たな事業連携につな
がることもあります。（住岡さん）

Ｑ：�現在、特に力を入れている取り組みは？
　漁協や地域事業者と連携し、「カキを食べて育っ
たチヌ」を活用した新たな地域グルメづくりを進
めています。魚のアラを使っただしや地元のみそ、
乾麺など、江田島ならではの食材を生かした「牡
蠣鯛うどん」を開発中です。
　将来的には飲食店や家庭でも楽しんでもらえる
地域の名物に育てたいと考えています。（貞井さん）

Ｑ：�今後、どのような団体でありたいですか？
　若手経営者が地域のために自ら行動し、挑戦で
きる団体でありたいと思っています。新しく創業
した方や移住してきた方にも「まず相談してみよう」
と思ってもらえる存在を目指しています。
　地域の仲間と力を合わせながら、新しい挑戦を
続け、江田島をさらに活気あるまちにしていきた
いです。(住岡さん・貞井さん)

商工会青年部Ｑ&Ａ

　青年部がイベント出店やボランティアなどで培った「地域のつながり」の
強さを実感しました。中でも近年増えているという「移住者の起業支援」の
課題や必要性についても共有することができ、大きな可能性を感じました。
　新しい風を地域の活力に変え、移住定住を促進していくためには、商工会
のサポート、行政の施策、そしてわれわれ議会のバックアップという「３者
の緊密な連携」が何より欠かせません。
　「このまちで挑戦してよかった」と思える未来を一緒につくれるよう、議
会としても手を取り合っていきます。
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インタビューを終えて

　商工会は、中小企業や小規模事業者に伴走して支援を行
う組織です。江田島市では、約630の事業者が会員になっ
ています。
　青年部には、45歳までの社長や後継者、それに準ずる方
が所属しています。

商工会青年部商工会青年部

左：青年部事務局 貞
さだ
井
い
 将
しょう
吾
ご
 さん

中央：青年部部長 住
すみおか
岡 龍

りょう
 さん

右：青年部事務局 中
なかはた
畠 和

かずなり
成 さん

インタビュー対象者
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